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第 2 四半期累計期間業績予想の修正と特別損失の計上に関するお知らせ 
 
平成 22 年 9 月 10 日に公表いたしました平成 23 年 7 月期（平成 22 年 8 月１日～平成 23 年 7 月 31 日）

の第 2 四半期累計期間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。同時に、本社

移転に伴う関連費用を特別損失として計上することといたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１．平成 23 年 7 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正 
(平成 22 年 8 月 1 日～平成 23 年 1 月 31 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想(A) 825   △22  △21  △22 △226. 84 

今回修正予想(B） 900 14 4 △26 △278. 23 

増 減 額(B－A) 75 36 25 △4 

増 減 率(％) 9.2 ― ―    △22.7  
（ご参考） 
前期第 2四半期実績 
（平成 22年 7月期） 

968 8 △8 △13 △134. 40 

 
２．業績修正の理由 

システムコンサルティング事業において既存案件の進捗が好調に推移したことから、連結営業利益

および連結経常利益において、当初予想を上回る見通しとなりました。 
なお、本第 2 四半期（累計）個別業績予想並びに通期業績予想については、現段階において変更は

ありません。 
 

３．特別損失の計上について 
 当社は平成 23 年 1 月 1 日に本社を移転したことから、本第 2 四半期において連結で 14 百万円、個

別で 12 百万円を本社移転費用として計上しております。 
 なお、移転により賃料など固定費が大幅に増大する予定はなく、中長期的に費用負担を軽減できる

見通しです。 
以上 


